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今月の話題の本は、裏面に掲載！⇨

6 月の新刊ラインナップ　　  詳細は同封の新刊案内／別刷り注文書をご覧ください。今月のみ受注の書目です。

政 治 テロリズムとは何か　〈恐怖〉を読み解くリテラシー 小林良樹 著 本体予価 2,700円

経 済  「競争」は社会の役に立つのか　競争の倫理入門
クリストフ・リュトゲ 著／嶋津格 訳

本体予価 2,200円

日本思想 竹内楠三『真理探究者たち』　日本近代思想の伏流を読む
竹内楠三 著／岩下眞好 訳／片山杜秀 解説

本体予価 5,000円

西洋史 スターリン時代の記憶 ソ連解体後ロシアの歴史認識論争　立石洋子 著 本体予価 4,500円

哲 学 芸術とその対象　リチャード・ウォルハイム 著／松尾大 訳 本体予価 4,200円

文芸評論 美しい日本語 荷風 Ⅲ 心の自由をまもる言葉
永井荷風 著／持田叙子・髙柳克弘 編著

本体予価 2,700円

7 月イチ押し新刊 受注期間 2か月の “注目の書目 ”です！

日本史 黒い雨に撃たれて（仮）上・下　二つの祖国に引き裂かれた日系人家族の物語
パメラ・サカモト 著／池田年穂・西川美樹 訳

各巻本体予価 2,500円

話題の本

書評 文芸書ご担当者さま　ご注目ください！
『折口信夫  秘恋の道』
（2018年 9月刊） ISBN：978-4-7664-2532-1　本体 3,200円
▶『日本経済新聞』2020年 4月 5日「落日と浄土『死者の書』の謎を探る（中）』・
「日が沈む国へ逝く　似通う信心」で、本書が紹介されました。
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ISBNは 978-4-7664を省略しています。
　　↓

【番線印】 話題書のご注文は今すぐFAXで！
　　03ー3451ー3122

出荷条件：返品条件付注文品

※弊社HPでは書店様専用ページ（http://www.keio-up.co.jp/shoten/）を設けております。 
また Twitter（＠ KEIOUP）、Facebook（facebook.com/keioup）では、最新刊のご案内に加え、フェアやイベントの情報も掲
載しておりますので、ぜひご覧ください！

話題の本

◎話題の本
ご注文部数 書  名 著／編者 ISBN 判型 /頁数 本体価格 刊行年月

折口信夫　秘恋の道 持田叙子 2532-1 四六判上／480 3,200 2018年 9月

世界を読み解く一冊の本
ボルヘス『伝奇集』―迷宮の夢見る虎 今福龍太 2562-8 四六判上／ 224 2,000 2019年12月

中国　統治のジレンマ
―中央・地方関係の変容と未完の再集権 磯部靖 2648-9 A5判上／ 304 5,200 2019年12月

 日本のセーフティーネット格差
―労働市場の変容と社会保険 酒井正 2649-6 四六判上／ 352 2,700 2020年 2月

書評
政治書ご担当者さま　ご注目ください！
『中国　統治のジレンマ ̶中央・地方関係の変容と未完の再集権』
（2019年 12月刊） ISBN：978-4-7664-2648-9　本体 5,200円
▶『週刊読書人』2020年 3月 27日（第 3333号、6面）に書評が掲載されました。
評者は羽根次郎氏（明治大学政治経済学部准教授・中国近現代史）です。

書評
経済書ご担当者さま　ご注目ください！
『日本のセーフティーネット格差̶労働市場の変容と社会保険』
（2020年 2月刊） ISBN：978-4-7664-2649-6　本体 2,700円
▶『週刊東洋経済』2020年 4月 4日号（p.104）「ブックレビュー」に書評が掲
載されました。評者は濱口桂一郎氏（労働政策研究・研修機構労働政策研究
所長）です。
▶『日本経済新聞』2020年 3月14日の読書面「短評」に掲載されました。
▶『週刊エコノミスト』2020年 3月17日号に書評が掲載されました。
　評者は柳川範之氏（東京大学大学院教授）です。
▶『毎日新聞』2020年 2月 23日「今週の本棚」に書評が掲載されました。
　評者は大竹文雄氏（大阪大学大学院経済学研究科教授）です。

書評 文芸書ご担当者さま　ご注目ください！
『ボルヘス『伝奇集』̶ 迷宮の夢見る虎』
（2019年 12月刊） ISBN：978-4-7664-2562-8　本体 2,000円
▶『図書新聞』第 3440号（2020年 3月 21日号）4面に書評が掲載されました。
評者は越川芳明氏（明治大学教授／アメリカ文学）です。


